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特集「人手不足の労働市場」
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　　タイトな労働市場における人材の採用・定着―企業インタビュー調査を踏まえて 永野　　仁
　　人手不足に対応する事後の人的資源管理―リテンション･マネジメントの観点から 山本　　寛
　　人手不足と統計  神林　　龍
　　「人手不足」の労働市場における問題の整理―理論的見地からの考察 増井　　淳
　　人手不足と労働立法―非正規雇用と労働契約終了問題を中心に 野田　　進
■紹介
　　人手不足期における新卒採用の現状 戸田　淳仁
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一年間に起きた社会・労働分野の変化と

課題がわかる貴重なデータブック
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日本労働年鑑
本年鑑５つの特徴

❶その年に起きた社会・労働分野の変化や問題、
課題を正確に記録、解説。
「特集」と「5つの基本テーマ」で構成、収録。
❷特に重要なテーマについては、「特集」でさらに
深く詳しく解説。

❸政治・経済・経営・社会保障などの視点からも論述。
❹理解が深まる豊富な図表とグラフ。
❺社会全体の動きやポイントになる出来事を
　６つの分野に分けて「年表」で巻末に収録。

序　章　 政治・経済の動向と労働問題の焦点
≪特集１≫　最低賃金の水準と位置づけの変化

≪特集２≫　教育労働者の労働問題
                   ――日本の公立学校教員を対象として

第１部　労働経済と労働者生活
第２部　経営労務と労使関係
第３部　労働組合の組織と運動
第４部　労働組合と政治・社会運動
第５部　労働・社会政策
≪付録≫　労働組合の現状 ／労働組合名簿／統計・事項索引／年表
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第８６集

『日本労働年鑑』は、日本の社会、政治、社会政策
の現在と過去の変容に関心のある人にとって貴重な
情報源となります。過去50年で、おそらく今日ほど労
働問題とそこから派生する経済、教育、社会福祉、社
会運動の諸分野の課題が多くの人々の関心を呼んで
いる時期はありません。私がこれらの問題について調
べるとき、バランスのとれた詳しい情報源として最初に
参照するのは『日本労働年鑑』です。

ハーバード大学歴史学部教授（日本近現代史、労働史）

アンドルー・ゴードン
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【特集】これでできる「職場ドック」
広がる実践と取り組みのポイント

◆増える参加、広がる改善－継続発展する北海道庁
の取り組み…………………………………竹内由利子
◆職場ドックで進む働きやすい職場づくり……齋藤明洋
◆介護・医療現場における職場ドック ………吉川悦子
◆推進担当者の役割と養成の視点……………小木和孝
◆職場検討会・グループワークの持ち方と意義
………………………………山根英之・水本正志ほか

◆職場ドックをストレスチェック制度にどのようにつなげ
るか？…………………………………………吉川　徹

◆巻頭言　新生労研―これからの労働科学・７
…………………………………………………横川　修

◆労研アーカイブを読む・23 ………………毛利一平
◆にっぽん仕事唄考・34
　北海盆唄のルーツ異説異聞③ ……………前田和男
◆報告　労働時間日本学会研究集会 …久保智英ほか
◆報告　第51回人類働態学会全国大会 ……大城卓也
◆報告　日本人間工学会第57回大会 ………茂木伸之
◆映画評　映画から考える「保健師」・６ …大神あゆみ
◆口絵：CSRがつなぐ地域社会と中小企業・31
　さいたま市CSRチャレンジ企業認証企業
…………………………………………株式会社クレス


